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県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会 

議
長
に
第
二
次�

中
間
報
告
書
を
提
出�

予算決算特別委員会の審議から�

　
こ
れ
ま
で
十
二
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

出
資
団
体
や
特
別
会
計
・
企
業
会
計
に
係
る

諸
問
題
を
踏
ま
え
た
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
月
二
十
六
日

の
第
十
回
委
員
会
で
は
、
精
査
団
体
以
外
の

県
出
資
団
体
等
の
改
善
方
針
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
ま
し
た
。 

　
二
月
十
三
日
の
第
十
一
回
委
員
会
で
は
昨

年
の
第
一
次
中
間
報
告
で
申
し
入
れ
た
減
損

会
計
導
入
団
体
の
時
価
評
価
結
果
の
報
告

等
、
緊
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、

知
事
の
出
席
を
求
め
、
審
議
を
行
い
ま
し

た
。
知
事
か
ら
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
及

び
県
土
地
開
発
公
社
の
債
務
超
過
見
込
額
が

あ
わ
せ
て
約
五
百
五
十
九
億
円
に
上
る
こ
と

及
び
そ
の
対
応
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

委
員
か
ら
は
、
債
務
超
過
解
消
へ
の
取
り
組

み
努
力
、
保
有
土
地
処
分
の
確
実
性
の
担
保
、

団
体
に
対
す
る
県
の
人
的
関
与
の
縮
減
等
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
三
月
二
十
日
の
第
十
二
回
委
員
会
に
お
い

て
は
、
県
の
第
四
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
お

け
る
出
資
法
人
改
革
の
説
明
及
び
包
括
外
部

監
査
の
鹿
島
都
市
開
発
㈱
に
係
る
結
果
及
び

対
応
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
報
告
及
び
質
疑

を
行
っ
た
後
、
第
二
次
中
間
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
、
第
一
回
定
例
会
最
終
日
の
二
十
三

日
に
、
議
長
に
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
中
間
報
告
で
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
・
県

土
地
開
発
公
社
・
県
開
発
公
社
な
ど
精
査
団

体
そ
れ
ぞ
れ
の
改
革
を
求
め
た
ほ
か
、
次
の

よ
う
な
基
本
的
認
識
の
下
で
の
出
資
団
体
等

全
般
に
関
す
る
改
革
を
求
め
ま
し
た
。 

・
団
体
の
役
割
の
明
確
化
等 

・
人
的
・
財
政
的
支
援
の
適
正
化
（
人
的
支

援
は
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
、
原
則

と
し
て
廃
止
す
べ
き
） 

・
工
程
表
（
改
革
実
施
プ
ラ
ン
）
を
明
確
に

し
た
改
革
の
実
施
（
精
査
六
団
体
及
び
病

院
会
計
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
改
革
工

程
表
を
早
急
に
調
整
し
提
出
す
べ
き
） 

・
経
営
責
任
の
明
確
化 

・
県
の
指
導
監
督
の
強
化 

・
県
病
院
事
業
会
計
（
民
営
化
の
可
能
性
を

常
に
視
野
に
入
れ
不
断
の
改
革
に
努
め
る
） 

・
対
応
策
の
実
施
に
当
た
り
県
の
責
任
の
範

囲
を
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
す
べ
き 

Ａ
委
員
（
自
民
）
　
大
規
模
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

の
開
業
や
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
操
業
・
進
出

が
相
次
ぐ
常
陸
那
珂
地
区
で
は
、
国
道
二
四
五
号
湊

大
橋
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。
架
け
替
え
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
進
捗
を
伺
う
。 

土
木
部
長
　
左
岸
側
橋
台
付
近
に
約
三
百
人
が
関
係

す
る
共
有
地
が
あ
り
、
現
在
そ
の
相
続
手
続
き
を
含

め
て
用
地
取
得
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
橋
梁
工
事

は
、
平
成
十
八
年
度
に
、
す
で
に
橋
台
が
完
成
し
て

い
る
右
岸
側
か
ら
上
部
工
に
着
手
す
る
。 

　（
ほ
か
に
、
道
徳
教
育
の
推
進
な
ど
も
質
問
） 

■
　
　
■
　
　
■ 

 

Ｂ
委
員
（
民
清
ク
）
　
三
位
一
体
改
革
で
税
源
移
譲

が
進
め
ば
、
税
制
を
活
用
し
た
政
策
誘
導
が
重
要
に

な
る
た
め
、
県
民
の
意
見
を
広
く
聴
い
て
議
論
が
で

き
る
税
制
調
査
会
の
よ
う
な
組
織
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

知
事
　
県
で
は
、
自
主
税
財
源
充
実
研
究
会
で
県
民

意
識
の
把
握
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
は
専
門
家
や

住
民
の
視
点
で
検
討
を
行
う
専
門
部
会
を
設
置
す
る

な
ど
、
県
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
で
き
る
限
り
設

け
た
い
。 

　（
ほ
か
に
、
企
業
誘
致
に
関
す
る
県
税
優
遇
措
置

延
長
の
考
え
方
な
ど
も
質
問
） 

■
　
　
■
　
　
■ 

 

Ｃ
委
員
（
共
産
）
　
新
し
い
県
総
合
計
画
が
人
口
減

少
の
見
通
し
を
示
し
た
こ
と
や
こ
れ
ま
で
の
給
水
実

績
を
踏
ま
え
、県
長
期
水
需
給
計
画
の
一
人
一
日
最

大
給
水
量
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

知
事
　
平
成
十
八
年
度
に
同
計
画
の
改
定
作
業
を
行

う
。
現
計
画
の
給
水
量
よ
り
下
が
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
が
、
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
に

お
い
て
地
下
水
か
ら
の
転
換
等
の
見
通
し
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
計
画
を
策
定
し
た
い
。 

　（
ほ
か
に
、
介
護
保
険
の
保
険
料
・
利
用
料
の
減

免
対
策
な
ど
も
質
問
） 

■
　
　
■
　
　
■ 

 

                 

Ｄ
委
員
（
公
明
）
　
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
く
上

で
、
少
子
化
対
策
の
予
算
の
明
確
化
と
そ
の
推
進
体

制
の
強
化
が
重
要
と
考
え
る
が
、
平
成
十
八
年
度
の

少
子
化
対
策
関
連
予
算
の
総
額
と
推
進
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。 

知
事
　
平
成
十
八
年
度
の
少
子
化
関
連
予
算
は
、
総

額
で
四
百
十
三
億
円
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
推

進
体
制
に
つ
い
て
は
、
私
を
本
部
長
と
す
る
推
進
本

部
を
設
置
し
て
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

（
ほ
か
に
、
人
口
問
題
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

と
男
女
共
動
参
画
な
ど
も
質
問
） 
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